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□為替レートは、１ドル：106.5円、１ユーロ：118.5円、１元：16.0円です。前年同期比で、円はドル、ユーロ、
元に対して円高となりました。また、その他の通貨に対しても、同様に円高となりました。

□2016年度第3四半期の連結売上高は、前年同期比▲10.5％減収の1兆2,267億円、営業利益は
▲30.8％減益の1,070億円となりました。営業利益率は▲2.6ポイント減の8.7％です。

□売上高は、円高と産業機械他セグメントにおける物量減が影響しました。

□純利益は▲34.1％減益の683億円です。
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□2016年度は第１四半期に売上高・営業利益が大きく落ち込みましたが、第２、第３四半期と増収増益と
なり、第３四半期（３カ月）では営業利益率が10％となりました。



□建設機械・車両の売上高は、前年同期比▲9.5％減収の1兆777億円、セグメント利益は▲22.6％減益
の965億円となりました。需要が減少している北米、中近東などでの売上減少を中国やインドネシアで
挽回したものの、円高の影響を受け売上げは前年同期を下回りました。なお、為替影響を除いたベース
では増収となりました。

□リテールファイナンスは、円高の影響ならびに中国およびオセアニアなどの資産の減少が影響し、売上高
は前年同期比▲11.4％減収の361億円、セグメント利益は▲37.2％減益の67億円となりました。

□産業機械他の売上高は、▲21.5％減収の1,212億円、セグメント利益は▲46.2％減益の64億円となり
ました。自動車業界向けの鍛圧機械および工作機械の販売減少と、旧コマツハウスの連結除外による
減収が影響しました。
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□建設機械・車両の売上高は、前年同期比▲9.1％減収の1兆719億円となりました。

□円高の影響により、CISと中国を除く地域で売上高が減少しました。アジア・中近東等の戦略市場におけ
る減少が大きく、伝統市場の比率が51％に増加しました。



□売上高は前年同期比▲1,126億円の減収です。円高による為替差が大きく影響しましたが、物量差他
はプラスとなりました。

□セグメント利益については、前年同期比▲281億円の減益、利益率は前年同期比▲1.5ポイント悪化し、
9.0％となりました。固定費の削減を行ったものの、円高によるマイナスなどが影響しました。
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□リテールファイナンスの総資産は、前年度末に比べ+215億円増加し、6,731億円となりました。中

国・オセアニアで減少し、北米・欧州等で増加しました。また、為替のプラス影響が＋120億円含ま

れており、実質は+95億円の増加です。

□売上は為替の影響を受け減少。利益は中国で引当金を追加計上したこと等に伴い、前年同期比で

減少となりました。
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□産業機械他部門は、自動車業界向けの鍛圧機械および工作機械の販売減少と、旧コマツハウスの連結除外による

影響により、売上高は前年同期比▲21.5％減収の1,212億円となりました。

□セグメント利益は、売上減少の影響が響き、64億円、セグメント利益率は前年同期比で▲2.5ポイント減の5.3％とな

りました。

□自動車業界の設備投資が当初計画に対して遅れ気味となっており、案件の後ろ倒しの影響を受けております。「弱含

みの状況にある」と言えます。
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□総資産は前年度末比で、+629億円増加しました。為替の影響が+291億円あり、これを除けば、実質は

338億円の増加です。

□棚卸資産は、前年度末比で+525億円増加しておりますが、為替の影響が+95億円含まれている他、第

4四半期に売上計上される分の仕掛り増加などが影響しております。

□同様に、借入金・社債についても+439億円増加しましたが、為替の影響が+92億円含まれております。

□株主資本比率は前年度末と同じ58.0％となりました。
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□4月に公表した連結売上高・利益の見通しは変更致しません。

□なお、個別業績予想の修正に関してですが、建設機械・車両部門について、ＣＩＳ、中国向けなどの販売
が好調であることから、今回、予想の修正を行いました。
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□2016年度第3四半期(3ヶ月間)の世界需要は前年同期比+1％の増加となった模様です。

□北米、中近東などで需要が減少したものの、中国やインドネシアなどで上向き、全体としては

ほぼ横ばいとなりました。

□年間の需要は、地域によって多少の上振れ、下振れがありますが、全体としては期初見通しに

変更ございません。



□2016年度第3四半期の日本の需要台数は、前年同期比▲4％減少しました。

□レンタル向けを中心に、新排出ガス規制関連の需要が一巡した影響が続いています。
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□ 2016年度第3四半期の北米の需要は、前年同期比で▲14％減少しました。

□アメリカでは、一般ユーザ向けの需要は引き続き堅調に推移したものの、レンタル向けが低迷

しました。

□カナダはエネルギー分野向けを中心に引き続き低迷しています。
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□2016年度第3四半期の需要は、前年同期比+4％増加となった模様です。

□主要市場のドイツや、北欧、南欧も堅調に推移しました。
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□2016年度第3四半期の中国の需要は、全国的にインフラ工事が進行したことにより一般建機の

需要が伸長し、前年同期比+77％の増加となりました。
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□ 2016年度第3四半期の東南アジアの需要は、前年同期比+15％増加となりました。

□最大市場のインドネシアで、まだ低い水準ではありますが、想定より需要が堅調だったことに
加え、タイやマレーシアも堅調でした。
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□2016年度第3四半期の鉱山機械の需要は前年同期比▲13％減となった模様です。

□2016年に入ってからの鉱山機械市場は、ポジティブな面とネガティブな面が交錯する状況と

なっていますが、本年度の新車需要の見通しについては4月公表時から変更ございません。鉱

山機械の需要の回復開始は2017年度以降になると考えております。
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□2016年度第3四半期の鉱山機械の売上高は、前年同期比▲4％減の1,089億円、為替の影響を除

くと+7％の増加となりました。本体・サービスの売り上げが増加したことによるものです。
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□ 2016年第3四半期の部品の売上高は、前年同期比▲7％減少の938億円、為替の影響を除くと

+3％増となりました。内訳は一般建機が+7％増、鉱山機械は▲1％減です。
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□鉱山機械本体の、受注と売上の指数の推移を示しております。

□グラフは、直近6ヶ月間の新車の受注額を、同じく6ヶ月間の売上高で割った指数の推移です。
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□産業機械の、受注と売上の指数の推移を示しています。グラフは、直近6ヶ月間の受注額を、同じく6ヶ月

間の売上高で割った指数の推移です。
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